
  

「まだまだ暑いですね・・・」と言いながら、あっという間に１１月です。 

 ここ２年間、１１月のお花は、紅葉をテーマにしてきましたが、秋のバラも忘れ

てはいけないと思い、シンプルにバラ！！と決めました。 

そして、ドイツのフィギアメーカー「schleich」の妖精のフィギアを一緒に 

飾りました。 

 

 たまには、メルヘンの世界もいいものですね。 

 

 毎日いろいろなことに追われる日々ですが、お花のアレンジは、毎月、 

楽しく続けていて、患者さんから声をかけていただけると、本当に嬉しいです。 

 

 私にとってバラといえば、父がよく歌ってくれた「バラが咲いた」。 

この歌のメロディーと歌詞がいつも心にあります。 

 

記憶って本当に素敵なものですね。ここにいない人のことを感じることができるの

ですから。                 事務長 髙橋 圭位子 

 

 

 


